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略称と用語

以下は、一般的に使用される略称と用語の一覧です。

略称または用語 正式名称

管理コンソール ESSO-LM AdministrativeConsole

Agent ESSO-LM LogonManager Agent

FTU 初回利用ウィザード

ESSO-AM Oracle EnterpriseSingle Sign-onAuthenticationManager

ESSO-Anywhere Oracle EnterpriseSingle Sign-onAnywhere

ESSO-PG Oracle EnterpriseSingle Sign-onProvisioning Gateway

ESSO-KM Oracle EnterpriseSingle Sign-onKiosk Manager

ESSO-LM Oracle EnterpriseSingle Sign-on

ESSO-PR Oracle EnterpriseSingle Sign-onPasswordReset
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ESSO-KMについて

ESSO-KMについて

Oracle Enterprise Single Sign-on Kiosk Manager (ESSO-KM) は、キオスク環境の従来のシングルサインオフの

ニーズに対応するソリューションで、セキュリティに優れ、使いやすく、管理も容易です。

ESSO-KM を終了することができるのは、管理者のみです。

自分のセッションにログインするには、管理者が同期セットアップを用意する必要があります。ESSO-KMへのログインにESSO-

LMを初めて使用する場合、ESSO-LMセットアップウィザード (FTU)が表示されます。画面の指示に従います(必要に応じて [ヘ

ルプ] をクリックしてください)。[第 1のログオン方法]にふさわしい認証方法を選択します。
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デスクトップマネージャ

デスクトップ マネージャ は、ESSO-KM セッションを管理するログインダイアログです。エンドユーザーはセッション

の開始とロック解除を行うことができます。管理者は、セッションの終了、ESSO-KM のシャット ダウン、再起動および

終了が行えます。

デスクトップ マネージャ には、以下のような情報と選択肢が表示されます。

[管理] メニュー

デスクトップ マネージャ 上部にある [管理] メニューをクリックします。このオプションが表示されるかどうかは、シス

テムの構成によって異なります。

コンピュータ

をシャットダ

ウンする

キオスクをシャットダウンします。確認ウィンドウが表示され、コンピュータを停止するかどうか尋ねられる

場合があります。この動作を実行する前に、[管理者として承認]ダイアログが表示され、管理者資格情

報の入力を求められる場合があります。

コンピュータ

を再起動す

る

キオスクを再起動します。確認ウィンドウが表示され、コンピュータを再起動するかどうか尋ねられる場合

があります。この動作を実行する前に、[管理者として承認]ダイアログが表示され、管理者資格情報の

入力を求められる場合があります。

セッションを

終了する

管理者は開いているセッションを終了することができます。この動作を実行する前に、[セッションの終了

承認]ダイアログが表示され、管理者資格情報の入力を求められます。

Session

Manager の

終了

管理者はESSO-KMセッションを終了することができます。[管理者として承認]ダイアログが表示され、管

理者資格情報の入力を求められます。

パスワード

のリセット

システムの構成によっては、このオプションが表示されることがあります。このオプションは、ESSO-PR

Webアプリケーションを起動し、そこでパスワードをリセットできます。以下の「パスワードのリセット」を参

照してください。

セッション ログオン

デスクトップ マネージャ ャには、開いている全セッションを示す一覧があります。リストに名前がない場合は、名前を

入力すると新しいセッションを開始します。セッションを開始すると、[サーバーに接続] ダイアログが表示され、パス

ワードの入力を求められます。パスワードを入力して [OK] をクリックします。

[ログオン]

テキストフ

ィールド

[開いているセッション] リストに名前がない場合は、ユーザー名をこのフィールドに入力し、[ログイン]をク

リックします。新しいセッションがあなたに割り当てられます。このフィールドは編集可能です。

[ログオン]
ボタン

このフィールドにユーザー名を入力したら、このボタンをクリックします。[開いているセッション] リストのユー

ザー名をダブルクリックすると、この機能が自動的に起動します。

[キャンセ

ル]ボタン

処理中のログオンを終了できます。このボタンは、ログオンが開始すると有効になります。

[開いてい

るセッショ

ン] リスト

[開いているセッション] リストには、このマシンでセッションを開いているすべてのユーザー名が含まれま

す。リストにあるユーザー名をワンクリックすると、[ログイン] フィールドにそのユーザー名が入ります。ダブ

ルクリックすると、セッションを開こうとします。
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パスワードのリセット

デスクトップ マネージャ の上部に [パスワードのリセット] バナーが表示されるかどうかは、システムの構成によって

決まります。

このバナーをクリックすると、ESSO-PR Web インターフェイスが起動します。[ユーザー名] を入力して、[OK] をクリッ

クし、画面の指示に従ってパスワードをリセットします。
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セッションを終了する

[管理] メニューから [セッションを終了する] をクリックすると、デスクトップ マネージャ から ESSO-KM ユーザー セ

ッションを終了することができます。

クリックすると、[管理者として承認] ダイアログが表示され、管理者資格情報の入力を求められます。

[ユーザー名/ユーザー ID]、[パスワード]、および [ドメイン] を入力します。[OK] をクリックします。

[セッションを終了する] ダイアログが表示され、終了するセッションを選択するよう求めてきます。

一度に選択できるセッションは 1 つのみです。[開いているセッション] リスト ボックスからセッションを選択し、[セッシ

ョンを終了する] をクリックします。このセッションは、[開いているセッション] リストから削除されます。

[キャンセル] をクリックしてこのダイアログを閉じます。
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[セッション所有者]ウィンドウ

[セッション所有者]ウィンドウ

システムの構成によっては、セッション中、デスクトップの右上角

に [セッション所有者]ウィンドウを表示できます。

セッション所有者の表示をロックしたり、自分のセッションをこの

ウィンドウからロックすることができます。
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システムトレイアイコンメニュー

システムの構成によっては、システム トレイにAgent アイコンが表示されることがあります。Windows システム トレ

イのセッション トレイ アイコンをクリックすると、プログラム機能のショートカット メニュー表示されます。

システム トレイ アイコンのツールヒントには、「ESSO-KM - ユーザー名」のように、ログインしているユーザーの名

前が表示されます。「ユーザー名」には、ユーザーの姓名が表示されます。この情報は同期データから取得します。

同期が実行されていないと、ユーザー名は表示されません。

システムトレイメニューのオプション

設定 v-GO SSOマネージャを起動し、保存されているアカウントの表示、アカウントの追加、削除、修

正、さらに、構成設定の管理を行います。

ヘルプ 以下のオプションを含むサブメニューを表示します。

Oracle EnterpriseSingle Sign-on -ESSO-LMのヘルプファイルを表示します。

Oracle EnterpriseSingle Sign-onKiosk Manager - ESSO-KMのヘルプファイルを表示します。

バージョン情報 -ESSO-LMとESSO-KMに関するバージョン情報を表示します。

シャットダウン このオプションは、ESSO-KMが実行中である間は無効です。

一時停止 自動プロンプト機能や自動認識機能、およびその下のESSO-LMメニューオプションを使ったログ

オンなど、ESSO-LMログオンをオフにします。

セッションをロック 現在のセッションをロックします。

ESSO-LMを使った

ログオン

ログオン要求に対し、ESSO-LMを介して情報を提供します。

—Page 10 of 11—



セッションのロックとロック解除

セッションのロックとロック解除

次の方法でセッションをロックします。

l [セッション所有者] ウィンドウの [セッションをロック] ボタンをクリックします。

l ESSO-KM トレイ アイコンメニューをクリックし、[セッションをロック] をクリックします。

l スマート カード、近接カードその他の存在検出認証方式を使った構成では、強力な認証方式が存在しなくなる (

リーダーから外されているか範囲外にある) と、ESSO-KM は自動的にセッションをロックします。

l スクリーンセーバー タイマ。 キオスクのスクリーンセーバーが正常に開始されると、ESSO-KM がセッションをロ

ックします。

l [Windows] キー + 「L」 (Windows XPの場合)

l ESSO-LM をシャットダウンします。

l デスクトップを正常にロックするアクティビティが実行されると、ESSO-KM がそのセッションをロックします。

l Cｔｒｌ + Alt + Delete

次の方法でセッションをロック解除します。

l スマート カード、近接カードその他の存在検出認証方式を使った構成では、強力な認証方式を検知する (リー

ダーに挿入されたか範囲内にある) と、ESSO-KM は自動的にセッションを開始します。

l 現在のセッションをロック解除するには、デスクトップ マネージャ から、名前を選択して資格情報を再入力しま

す。

—Page 11 of 11—


	略称と用語
	ESSO-KM について
	デスクトップ マネージャ
	セッションを終了する
	[セッション所有者] ウィンドウ
	システム トレイ アイコン メニュー
	セッションのロックとロック解除
	Bookmarks
	Reset


